
1学期始業式_校長講話 

みなさん 進級，おめでとう。いよいよ新学期が始まりました。 

６年生は最高学年，最上級生となりました。下級生をまとめリードして，学校の代表としてが
んばってください。２年生から５年生までのみなさんも，一つ上の学年へと進み，お兄さん，お
姉さんとなりました。みんなで力を合わせて，また，がんばっていきましょう。 
３月の修了式では，春休みに，新しい学年へ進級するための準備を，心も体もしっかりと準備

をしてほしいとお話ししました。その言葉通り，しっかりと準備をして，新しい学年に進級し，
新学期を迎えた今，みなさん一人一人誰もが，「さあがんばるぞ」，「さあやるぞ」という気持
ちでいっぱいになっていることと思います。今のこの新しい気持ちを大切に忘れないでください。 
ところで，この「がんばるぞ」という気持ちを，心の中だけで終わらせないで，実際にかたち

にして実行するためには，どうすればよいのでしょうか。 
（・・・・・ ） 
そのためには，自分の「目標」を立てることが大切だと，校長先生は思います。 
ただ心の中で思っているだけではなく，「こんなことをできるようにする」「こんなことを続

けてがんばる」という目標をたてて，その目標が達成するように，一生懸命に努力をすることで，
「がんばるぞ」という気持ちが，実際に「かたち」となっていくと思います。 
ぜひ教室へ帰って，担任の先生と一緒に，「がんばるぞ」という今の気持ちをもとに，新しい

クラスや新しい学年の自分の「目標」を立ててほしいと思います。 
目標を立てるときに，みなさんに，１年間大事にしてほしいなと，校長先生が思っていること

をお話しします。 
それは，「互いに教え合う」こと，「心を通わせる」ことです。 
これは，みなさんが毎朝朗読している「勤堂塾」の塾則の中の言葉ですね。学校は，一人で勉

強するところではありません。まわりには大切な友だちがいます。友だちと「教え合っ」たり，
考えを伝え合ったり，学び合ったりしながら，友だち一人一人のお互いの良いところを大切にし
ながら，「分かること」や「できること」を増やしていくのです。また，友だちと「心を通わせ」

ること，心と心が一つに合わせることで，自分一人だけではできないことも，きっとできるよう
になっていくと思います。苦しい時やつらい時も，きっと友だちが力になってくれると思います。 
ぜひ，この，「教え合い」，学び合いを大切にして，勉強を深めていってほしいと思います。 
 
新学期のスタートです。１年間，しっかりとがんばりましょう。 

 
 

   
このみちをゆこうよ 

金子みす  ゞ
このみちのさきには， 
大きな森があろうよ 
ひとりぼっちの榎よ， 
このみちをゆこうよ 
       
このみちのさきには， 
大きな海があろうよ。 
はすのいけのかえろよ， 
このみちをゆこうよ。 
       
このみちのさきには， 
大きな都があろうよ。 
さびしそうなかかしよ， 
このみちをゆこうよ。 
 
このみちのさきには， 
なにかなにかあろうよ。 
みんなでみんなで行こうよ， 
このみちをゆこうよ。  

 


